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(54)【発明の名称】 ＥＬディスプレイの駆動方法

(57)【要約】
【課題】各素子の発光輝度を均一化することができるＥ
Ｌディスプレイの駆動方法を提供すること。
【解決手段】画像を表示させるための各種信号の同期を
計る同期期間中においても、画像表示期間と同様に、走
査線のいずれか（この場合、２ライン目の走査線Ｂ２）
を走査するようにした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数本の走査線と複数本のデータ線との
各交点位置にＥＬ素子をそれぞれ接続してなるＥＬディ
スプレイにおいて、各走査線を順次所定数走査しなが
ら、この走査に同期して走査された走査線に接続される
ＥＬ素子にデータ線を介して発光電流を供給して画像を
表示する画像表示期間と、画像を表示するための各種信
号の同期を計る同期期間とを有し、該同期期間を画像表
示期間に割り込ませるようにしたＥＬディスプレイの駆
動方法であって、
前記同期期間中においても前記画像表示期間と同様に、
前記走査線を所定数走査するようにしたＥＬディスプレ
イの駆動方法。
【請求項２】  前記同期期間中における走査線の走査時
間を、前記画像表示期間中における走査線の走査時間と
同じとした請求項１に記載のＥＬディスプレイの駆動方
法。
【請求項３】  前記同期期間中における走査線の走査時
間を、前記画像表示期間の直前位置に設定した請求項１
又は２に記載のＥＬディスプレイの駆動方法。
【請求項４】  前記画像表示期間中においては、前記Ｅ
Ｌディスプレイの第１端部に位置する前記走査線から第
２端部に位置する該走査線に向かって順次走査し、第２
端部に位置する該走査線の走査が終了すると、再び第１
端部に位置する該走査線から走査を開始するものであっ
て、
前記同期期間中においては、該同期期間直後に走査する
前記走査線に隣接した該走査線を走査するようにした請
求項１～３のいずれか１項に記載のＥＬディスプレイの
駆動方法。
【請求項５】  前記走査線を走査する際、該走査線をグ
ランドに接続するようにした請求項１～４のいずれか１
項に記載のＥＬディスプレイの駆動方法。
【請求項６】  前記ＥＬ素子は、有機ＥＬ素子である請
求項１～５のいずれか１項に記載のＥＬディスプレイの
駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、有機ＥＬ（エレク
トロルミネッセンス）素子等を用いたＥＬディスプレイ
の駆動方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】近年、ＥＬディスプレイの１つである有
機ＥＬディスプレイが注目されている。
【０００３】図４に示すように、ＥＬディスプレイ装置
１１は、マトリクス（格子）状に配置された複数本のデ
ータ線Ａ１～Ａｎ（図４において、２本のみ図示）と複
数本の走査線Ｂ１～Ｂｎ（図４において、４本のみ図
示）との交点位置にそれぞれ有機ＥＬ素子Ｃ11～Ｃnnが
接続された有機ＥＬディスプレイ１２を備えている。各
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ＥＬ素子Ｃ11～Ｃnnは、有機発光層の一端に陽極、他端
に陰極を有しており、その陽極がデータ線Ａ１～Ａｎに
それぞれ接続され、陰極が走査線Ｂ１～Ｂｎにそれぞれ
接続されている。そして、ＥＬ素子Ｃ11～Ｃnnの非発光
時においては、走査線Ｂ１～Ｂｎが電源Ｖccに接続され
るとともに、データ線Ａ１～Ａｎからの出力がなく、グ
ランドＧＮＤに接続又は開放されている。一方、ＥＬ素
子Ｃ11～Ｃnnの発光時には、選択された走査線Ｂ１～Ｂ
ｎがグランドＧＮＤに切替接続されるとともに、データ
線Ａ１～Ａｎが各電流ドライブ回路Ｅ１～Ｅｎに切替接
続され、各ドライブ回路Ｅ１～Ｅｎから選択されたライ
ンのＥＬ素子Ｃ11～Ｃnnに発光電流が供給される。
【０００４】このような有機ＥＬディスプレイ装置１１
の駆動方式の１つに、パッシブマトリクス駆動方式があ
る。この駆動方式は、走査線Ｂ１～Ｂｎを例えばＥＬデ
ィスプレイ１２の上端（１ライン目）から下端（ｎライ
ン目）に向かって１ラインずつ順次走査する（図５に示
すように、走査線Ｂ１～Ｂｎを順次グランドＧＮＤに接
続し、グランドＧＮＤレベルとする）。又、この走査に
同期してデータ線Ａ１～ＡｎからＥＬ素子Ｃ11～Ｃnnに
対して表示すべき画像データに応じた電流量の発光電流
を供給する。すると、ＥＬディスプレイ１２の１ライン
目の走査線Ｂ１から順次走査してＥＬディスプレイ１２
に画像が表示され、ｎライン目の走査線Ｂｎまで走査が
終了すると、再び１ライン目の走査線Ｂ１から走査が開
始され、次フレームの画像が表示されるようになってい
る。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】ところで、上記したＥ
Ｌディスプレイ装置１１では、走査線Ｂ１～Ｂｎを走査
するタイミングを計るための信号や、データ線Ａ１～Ａ
ｎに発光電流を供給するタイミングを計るための信号
等、画像を表示するための各種信号の同期を計る必要が
ある。そこで、ＥＬディスプレイ１２の走査が例えば下
端（ｎライン目）の走査線Ｂｎから上端（１ライン目）
の走査線Ｂ１に戻る際に、各種信号の同期が計られてい
る。
【０００６】従って、図４及び図５に示すように、同期
期間中においては、全ての走査線Ｂ１～Ｂｎが走査され
ず（全てが電源Ｖccに接続されており）、全てのデータ
線Ａ１～Ａｎからの出力がなく、グランドＧＮＤに接続
された状態、又は開放された状態となっている。する
と、全てのＥＬ素子Ｃ11～Ｃnnの陰極（走査線Ｂ１～Ｂ
ｎ側の電極）の電位が陽極（データ線Ａ１～Ａｎ側の電
極）のそれよりも高くなり（逆バイアス電圧が生じ
て）、全てのＥＬ素子Ｃ11～Ｃnnの寄生容量に逆方向の
電荷が蓄積されることになる。
【０００７】ここで、一般に、前記ＥＬ素子Ｃ11～Ｃnn
の寄生容量に逆方向の電荷が蓄積されている時には、該
寄生容量に電荷が蓄積されていない時と比べて発光時の
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負荷が大きく、次にそのＥＬ素子Ｃ11～Ｃnnが発光する
までの時間が長くなることが知られている。
【０００８】そのため、同期期間直後である１ライン目
のＥＬ素子Ｃ11～Ｃ1nを発光させる際、全てのＥＬ素子
Ｃ11～Ｃnnの寄生容量に逆方向の電荷が蓄積しているの
で、発光時の負荷が大きく、１ライン目のＥＬ素子Ｃ11
～Ｃ1nが発光するまでに時間を要する。
【０００９】一方、２ライン目以降のＥＬ素子Ｃ21～Ｃ
nnを発光させる際には、その直前において、その上段の
走査線Ｂ１～Ｂn-1が走査されてグランドＧＮＤに接続
されているため、上段ラインのＥＬ素子Ｃ11～Ｃ(n-1)n
には、逆バイアス電圧が生じず、該素子Ｃ11～Ｃ(n-1)n
の寄生容量には逆方向の電荷が蓄積されない。従って、
１ライン分だけＥＬ素子Ｃ11～Ｃ(n-1)nの寄生容量に逆
方向の電荷が蓄積されていないため、その分、発光時の
負荷が軽減され、２ライン目以降のＥＬ素子Ｃ21～Ｃnn
が発光するまでの時間が１ライン目のＥＬ素子Ｃ11～Ｃ
1nの発光時と比べて若干短くなる。
【００１０】これにより、同期期間直後である１ライン
目のＥＬ素子Ｃ11～Ｃ1nの発光輝度が、２ライン目以降
の他のＥＬ素子Ｃ21～Ｃnnの発光輝度と比べて若干低く
なってしまい、ＥＬ素子Ｃ11～Ｃnnの発光輝度に差が生
じるという問題があった。
【００１１】本発明は前記の問題点に鑑みてなされたも
のであって、その目的は、各素子の発光輝度を均一化す
ることができるＥＬディスプレイの駆動方法を提供する
ことにある。
【００１２】
【課題を解決するための手段】前記の目的を達成するた
め請求項１に記載の発明では、複数本の走査線と複数本
のデータ線との各交点位置にＥＬ素子をそれぞれ接続し
てなるＥＬディスプレイにおいて、各走査線を順次所定
数走査しながら、この走査に同期して走査された走査線
に接続されるＥＬ素子にデータ線を介して発光電流を供
給して画像を表示する画像表示期間と、画像を表示する
ための各種信号の同期を計る同期期間とを有し、該同期
期間を画像表示期間に割り込ませるようにしたＥＬディ
スプレイの駆動方法であって、前記同期期間中において
も前記画像表示期間と同様に、前記走査線を所定数走査
するようにした。
【００１３】この発明によれば、同期期間中においても
画像表示期間中と同様に走査線が走査されるので、同期
期間直後にＥＬ素子を発光させる場合と、それ以外の画
像表示期間中でＥＬ素子を発光させる場合とが略同じ状
況となる。そのため、各素子の発光輝度が均一化され
る。
【００１４】請求項２に記載の発明は、請求項１に記載
の発明において、前記同期期間中における走査線の走査
時間を、前記画像表示期間中における走査線の走査時間
と同じとした。
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【００１５】この発明によれば、両期間中の走査線の走
査時間が同じであるため、同期期間直後にＥＬ素子を発
光させる場合と、それ以外の画像表示期間中でＥＬ素子
を発光させる場合とが略同じ状況となる。しかも、同期
期間中における走査線の走査時間を特別に設定する必要
がないため、同期期間中における走査線の走査が容易で
ある。
【００１６】請求項３に記載の発明は、請求項１又は２
に記載の発明において、前記同期期間中における走査線
の走査時間を、前記画像表示期間の直前位置に設定し
た。この発明によれば、同期期間の走査線の走査時間が
該期間より短い場合であっても、画像表示期間の直前に
走査線が走査されるので、同期期間直後にＥＬ素子を発
光させる場合と、それ以外の画像表示期間中でＥＬ素子
を発光させる場合とが略同じ状況となる。
【００１７】請求項４に記載の発明は、請求項１～３の
いずれか１項に記載の発明において、前記画像表示期間
中においては、前記ＥＬディスプレイの第１端部に位置
する前記走査線から第２端部に位置する該走査線に向か
って順次走査し、第２端部に位置する該走査線の走査が
終了すると、再び第１端部に位置する該走査線から走査
を開始するものであって、前記同期期間中においては、
該同期期間直後に走査する前記走査線に隣接した該走査
線を走査するようにした。
【００１８】この発明によれば、同期期間中においても
画像表示期間中と同様に隣接した走査線が走査されるの
で、同期期間直後にＥＬ素子を発光させる場合と、それ
以外の画像表示期間中でＥＬ素子を発光させる場合とが
略同じ状況となる。そのため、各素子の発光輝度が均一
化される。
【００１９】請求項５に記載の発明は、請求項１～４の
いずれか１項に記載の発明において、前記走査線を走査
する際、該走査線をグランドに接続するようにした。こ
の発明によれば、走査線を走査する際、該走査線はグラ
ンドに接続される。
【００２０】請求項６に記載の発明は、請求項１～５の
いずれか１項に記載の発明において、前記ＥＬ素子は、
有機ＥＬ素子である。この発明によれば、ＥＬディスプ
レイを構成する有機ＥＬ素子の発光輝度が均一化され
る。
【００２１】
【発明の実施の形態】以下、本発明を具体化した一実施
形態を図面に従って説明する。図３は、本実施形態のＥ
Ｌディスプレイ装置１を示す。本実施形態のＥＬディス
プレイ装置１は、例えば携帯電話に使用され、カラー画
像が表示可能なディスプレイ装置である。ＥＬディスプ
レイ装置１は、有機ＥＬディスプレイ２、データドライ
バ３、スキャンドライバ４及びコントローラ５を備えて
いる。
【００２２】有機ＥＬディスプレイ２には、図１に示す
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ように、複数本（ｎ本）のデータ線Ａ１～Ａｎ（図１に
おいて、２本のみ図示）と、複数本（ｎ本）の走査線Ｂ
１～Ｂｎ（図１において、４本のみ図示）とがマトリク
ス（格子）状に配置されている。各データ線Ａ１～Ａｎ
と各走査線Ｂ１～Ｂｎとの交点位置には、それぞれ有機
ＥＬ素子Ｃ11～Ｃnnが接続されている。各ＥＬ素子Ｃ11
～Ｃnnは、有機発光層の一端に陽極、他端に陰極を有し
ており、その陽極がデータ線Ａ１～Ａｎにそれぞれ接続
され、陰極が走査線Ｂ１～Ｂｎにそれぞれ接続されてい
る。ＥＬ素子Ｃ11～Ｃnnは、供給される発光電流の電流
量に応じて発光輝度が変化する。因みに、ＥＬ素子Ｃ11
～Ｃnnは、その発光色が走査線Ｂ１～Ｂｎに沿って順に
赤・緑・青（ＲＧＢ）の三原色となるように配置されて
おり、カラー画像が表示できるように構成されている。
そして、各データ線Ａ１～Ａｎはデータドライバ３に接
続され、各走査線Ｂ１～Ｂｎはスキャンドライバ４に接
続されている。
【００２３】データドライバ３は、各データ線Ａ１～Ａ
ｎ毎にスイッチ回路Ｄ１～Ｄｎを有している。スイッチ
回路Ｄ１～Ｄｎは、データ線Ａ１～Ａｎをそれぞれ電流
ドライブ回路Ｅ１～Ｅｎと、低電位側電源（本実施形態
では、グランドＧＮＤ）若しくは開放状態とに切り替え
る。データドライバ３は、表示すべき画像データに応じ
た発光電流を電流ドライブ回路Ｅ１～Ｅｎから各データ
線Ａ１～Ａｎに供給する。
【００２４】スキャンドライバ４は、各走査線Ｂ１～Ｂ
ｎ毎にスイッチ回路Ｆ１～Ｆｎを有している。スイッチ
回路Ｆ１～Ｆｎは、走査線Ｂ１～Ｂｎをそれぞれ高電位
側電源Ｖccと低電位側電源（本実施形態では、グランド
ＧＮＤ）とに切り替える。スキャンドライバ４は、ＥＬ
素子Ｃ11～Ｃnnを発光させるラインの走査線Ｂ１～Ｂｎ
を走査する。即ち、スキャンドライバ４は、走査線Ｂ１
～Ｂｎを高電位側電源ＶccからグランドＧＮＤに接続す
ることで、該走査線Ｂ１～Ｂｎを走査する。そして、こ
のスキャンドライバ４及び前記データドライバ３は、コ
ントローラ５により制御される。
【００２５】コントローラ５は、ＥＬディスプレイ２の
駆動方式の１つであるパッシブマトリクス駆動方式を用
いて、入力される画像データをＥＬディスプレイ２に表
示する。
【００２６】具体的には、コントローラ５は、画像デー
タに基づいて画像を表示する期間（画像表示期間）にお
いて、走査線Ｂ１～ＢｎをＥＬディスプレイ２の上端
（１ライン目）から下端（ｎライン目）に向かって１ラ
インずつ順次走査する。即ち、コントローラ５は、スキ
ャンドライバ４内のスイッチ回路Ｆ１～Ｆｎを切替制御
し、ＥＬディスプレイ２の１ライン目から順次走査線Ｂ
１～ＢｎをグランドＧＮＤに接続し、図２に示すよう
に、走査線Ｂ１～Ｂｎを順次グランドＧＮＤレベルにす
る。このとき、コントローラ５は、各走査線Ｂ１～Ｂｎ

6
を所定時間ｔだけグランドＧＮＤに接続する（グランド
ＧＮＤレベルにする）。
【００２７】又、コントローラ５は、この走査線Ｂ１～
Ｂｎの走査に同期してデータドライバ３内のスイッチ回
路Ｄ１～Ｄｎを切替制御し、選択されたラインのＥＬ素
子Ｃ11～Ｃnnに対して、入力された画像データに応じた
発光電流を電流ドライブ回路Ｅ１～Ｅｎからデータ線Ａ
１～Ａｎを介して供給する。すると、選択されたライン
のＥＬ素子Ｃ11～Ｃnnは、供給された発光電流の電流量
に基づいた発光輝度で発光する。尚、図２においては、
データ線Ａ１に供給する駆動電流（データ）のみ図示し
ている。そして、発光色が赤・緑・青（ＲＧＢ）に対応
した各ＥＬ素子Ｃ11～Ｃnnの発光輝度の組み合わせによ
り、ＥＬディスプレイ２にカラー画像が表示される。
【００２８】そして、コントローラ５は、１ライン目の
走査線Ｂ１から順次走査してＥＬディスプレイ２に画像
を表示させ、ｎライン目の走査線Ｂｎまで走査が終了す
ると、再び１ライン目の走査線Ｂ１から走査を開始し
て、次フレームの画像を表示させている。
【００２９】又、このコントローラ５は、ＥＬディスプ
レイ２の走査が下端（ｎライン目）の走査線Ｂｎから上
端（１ライン目）の走査線Ｂ１に戻る際に、走査線Ｂ１
～Ｂｎを走査するタイミングを計るための信号や、デー
タ線Ａ１～Ａｎに発光電流を供給するタイミングを計る
ための信号等、各種信号の同期を計っている。尚、本実
施形態では、この同期期間は、各走査線Ｂ１～Ｂｎを走
査する前記所定時間ｔと同じ長さの時間に設定されてい
る。
【００３０】この同期期間中において、本実施形態のコ
ントローラ５は、図１及び図２に示すように、同期期間
直後に走査する１ライン目の走査線Ｂ１に隣接した２ラ
イン目の走査線Ｂ２を走査する（画像表示期間と同様
に、走査線Ｂ２を所定時間ｔだけグランドＧＮＤに接続
して、グランドＧＮＤレベルにする）。つまり、コント
ローラ５は、同期期間直後である１ライン目のＥＬ素子
Ｃ11～Ｃ1nを発光させる場合と、２ライン目以降のＥＬ
素子Ｃ21～Ｃnnを発光させる場合とを同じ状況とする。
尚、この場合、コントローラ５は、全てのデータ線Ａ１
～ＡｎをグランドＧＮＤに接続又は開放した状態として
いる。
【００３１】ここで、２ライン目以降のＥＬ素子Ｃ21～
Ｃnnを発光させる際には、その直前において、その上段
の走査線Ｂ１～Ｂn-1が走査されてグランドＧＮＤに接
続されているため、上段ラインのＥＬ素子Ｃ11～Ｃ(n-
1)nには、逆バイアス電圧が生じず、該素子Ｃ11～Ｃ(n-
1)nの寄生容量には逆方向の電荷が蓄積されない。従っ
て、１ライン分だけＥＬ素子Ｃ11～Ｃ(n-1)nの寄生容量
に逆方向の電荷が蓄積されていないため、その分、発光
時の負荷が軽減されている。
【００３２】又、１ライン目のＥＬ素子Ｃ11～Ｃ1nを発



(5) 特開２００３－２２８３２３

10

20

30

40

50

7
光させる際においても、その直前において、２ライン目
の走査線Ｂ２が走査されてグランドＧＮＤに接続されて
いたため、２ライン目のＥＬ素子Ｃ21～Ｃ2nには、逆バ
イアス電圧が生じず、該素子Ｃ21～Ｃ2nの寄生容量には
逆方向の電荷が蓄積されない。従って、１ライン目のＥ
Ｌ素子Ｃ11～Ｃ1nを発光させる際においても、１ライン
分だけＥＬ素子Ｃ21～Ｃ2nの寄生容量に逆方向の電荷が
蓄積されていないため、２ライン目以降のＥＬ素子Ｃ21
～Ｃnnを発光させる際と同様に発光時の負荷が軽減され
る。
【００３３】これにより、同期期間直後である１ライン
目のＥＬ素子Ｃ11～Ｃ1nの発光輝度も２ライン目以降の
他のＥＬ素子Ｃ21～Ｃnnの発光輝度と同様になるため、
本実施形態のＥＬディスプレイ装置１においては、ＥＬ
素子Ｃ11～Ｃnnの発光輝度がいずれのラインにおいても
均一化される。
【００３４】上記したように、本実施形態では、以下の
ような効果を得ることができる。
（１）本実施形態では、同期期間中においても、走査線
Ｂ２（２ライン目）を走査するようにした。これによ
り、同期期間直後である１ライン目のＥＬ素子Ｃ11～Ｃ
nnを発光させる場合と、２ライン目以降のＥＬ素子Ｃ21
～Ｃnnを発光させる場合とを同じ状況とすることができ
る。そのため、各素子Ｃ11～Ｃnnの発光輝度をいずれの
ラインにおいても均一化することができる。
【００３５】（２）本実施形態では、同期期間中におけ
る走査線Ｂ２の走査時間ｔを、画像表示期間中における
走査線Ｂ１～Ｂｎの走査時間ｔと同じとした。これによ
り、同期期間直後である１ライン目のＥＬ素子Ｃ11～Ｃ
nnを発光させる場合と、２ライン目以降のＥＬ素子Ｃ21
～Ｃnnを発光させる場合とを確実に同じ状況とすること
ができる。そのため、各素子Ｃ11～Ｃnnの発光輝度をい
ずれのラインにおいても確実に均一化することができ
る。しかも、同期期間中における走査線Ｂ２の走査時間
を特別に設定する必要がない。そのため、同期期間中に
おける走査線Ｂ２の走査を容易とすることができ、コン
トローラ５の制御が複雑化しない。
【００３６】（３）本実施形態では、同期期間中におい
ては、同期期間直後に走査する走査線Ｂ１（１ライン
目）に隣接した走査線Ｂ２（２ライン目）を走査するよ
うにした。これにより、同期期間直後である１ライン目
のＥＬ素子Ｃ11～Ｃnnを発光させる場合と、２ライン目
以降のＥＬ素子Ｃ21～Ｃnnを発光させる場合とを確実に
同じ状況とすることができる。そのため、各素子Ｃ11～
Ｃnnの発光輝度をいずれのラインにおいても確実に均一
化することができる。
【００３７】尚、実施形態は前記に限定されず、例え
ば、次の態様に変更してもよい。
○上記実施形態では、同期期間を走査線Ｂ１～Ｂｎを走
査する時間ｔと同じとし、同期期間中の走査線Ｂ２の走
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査時間ｔを、画像表示期間中の走査線Ｂ１～Ｂｎの走査
時間ｔと同じとした。この同期期間及び該期間中の走査
時間を適宜変更してもよい。
【００３８】例えば、画像表示期間中の走査線Ｂ１～Ｂ
ｎの走査時間ｔより同期期間が長くてもよい。この場
合、同期期間中の走査線の走査時間と、画像表示期間中
の走査線の走査時間とを同じとすることが望ましい。こ
のようにすれば、同期期間中の走査線の走査時間を特別
に設定する必要がない。そのため、同期期間中の走査線
の走査を容易とすることができる。又、この場合、同期
期間中の走査時間を画像表示期間の直前位置に設定する
ことが望ましい。このようにすれば、画像表示期間の直
前に走査線が走査されるので、同期期間直後にＥＬ素子
を発光させる場合と、それ以外の画像表示期間中でＥＬ
素子を発光させる場合とが確実に同じ状況となる。その
ため、各素子の発光輝度をいずれのラインにおいても均
一化することができる。
【００３９】又、同期期間を画像表示期間中の走査線Ｂ
１～Ｂｎの走査時間ｔより短くしてもよい。この場合、
同期期間中の走査線の走査時間も画像表示期間中の走査
線の走査時間より短くなる。
【００４０】○上記実施形態では、同期期間中におい
て、同期期間直後に走査する走査線Ｂ１（１ライン目）
に隣接した走査線Ｂ２（２ライン目）を走査するように
したが、同期期間直後に走査する走査線に隣接していな
い走査線を走査するようにしてもよい。
【００４１】○上記実施形態のＥＬディスプレイ装置１
の回路構成を適宜変更してもよい。例えば、ＥＬディス
プレイ２を２以上の複数に分割して画像を表示するよう
にしてもよい。例えば、ＥＬディスプレイ２を上下に２
分割して画像を表示する構成とし、上画面及び下画面の
上端（１ライン目）から下端（ｎライン目）までともに
走査線を順次走査し、更に下端から上端に戻る際に同期
期間を設ける場合、その同期期間に上画面及び下画面の
２ライン目の走査線をそれぞれ走査する。これにより、
上記実施形態と同様に、上画面及び下画面それぞれの１
ライン目のＥＬ素子を発光させる場合と、２ライン目以
降のＥＬ素子を発光させる場合とを同じ状況とすること
ができる。そのため、上画面及び下画面それぞれの各素
子の発光輝度をいずれのラインにおいても均一化するこ
とができる。
【００４２】○上記実施形態では、ＥＬディスプレイ２
を有機ＥＬ素子Ｃ11～Ｃnnを用いて構成したが、無機Ｅ
Ｌ素子を用いて構成したＥＬディスプレイであってもよ
い。
○上記実施形態では、カラー画像が表示可能なＥＬディ
スプレイ装置１に実施したが、単一色で画像を表示する
ＥＬディスプレイ装置に実施してもよい。
【００４３】○上記実施形態のＥＬディスプレイ装置１
を、携帯電話以外の装置に使用してもよい。
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前記実施形態及び別例から把握できる技術的思想につい
て、以下に記載する。
【００４４】（１）  複数本の走査線と複数本のデータ
線との各交点位置にＥＬ素子をそれぞれ接続してなるＥ
Ｌディスプレイと、前記各走査線を順次所定数走査しな
がら、この走査に同期して走査された走査線に接続され
るＥＬ素子にデータ線を介して発光電流を供給して画像
を表示する画像表示期間と、画像を表示するための各種
信号の同期を計る同期期間とを有し、該同期期間を画像
表示期間に割り込ませるように駆動制御する駆動制御手
段とを備えたＥＬディスプレイ装置であって、前記駆動
制御手段は、前記同期期間中においても前記画像表示期
間と同様に、前記走査線を所定数走査するようにしたＥ
Ｌディスプレイ装置。
【００４５】（２）  前記駆動制御手段は、前記同期期
間中における走査線の走査時間を、前記画像表示期間中
における走査線の走査時間と同じとしている上記（１）
に記載のＥＬディスプレイ装置。
【００４６】（３）  前記駆動制御手段は、前記同期期
間中における走査線の走査時間を、前記画像表示期間の
直前位置に設定している上記（１）又は（２）に記載の
ＥＬディスプレイ装置。
【００４７】（４）  前記駆動制御手段は、前記画像表
示期間中においては、前記ＥＬディスプレイの第１端部
に位置する前記走査線から第２端部に位置する該走査線
に向かって順次走査し、第２端部に位置する該走査線の
走査が終了すると、再び第１端部に位置する該走査線か
ら走査を開始するものであって、前記同期期間中におい*
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*ては、該同期期間直後に走査する前記走査線に隣接した
該走査線を走査する上記（１）～（３）のいずれか１項
に記載のＥＬディスプレイ装置。
【００４８】（５）  前記駆動制御手段は、前記走査線
を走査する際、該走査線をグランドに接続する上記
（１）～（４）のいずれか１項に記載のＥＬディスプレ
イ装置。
（６）  前記ＥＬ素子は、有機ＥＬ素子である上記
（１）～（５）のいずれか１項に記載のＥＬディスプレ
イ装置。
【００４９】
【発明の効果】以上詳述したように本発明によれば、各
素子の発光輝度を均一化することができるＥＬディスプ
レイの駆動方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本実施形態のＥＬディスプレイ動作を説明す
るための説明図。
【図２】  ＥＬディスプレイの動作を説明するための波
形図。
【図３】  ＥＬディスプレイ装置のブロック図。
【図４】  従来のＥＬディスプレイ動作を説明するため
の説明図。
【図５】  ＥＬディスプレイの動作を説明するための波
形図。
【符号の説明】
２…ＥＬディスプレイ、Ａ１～Ａｎ…データ線、Ｂ１～
Ｂｎ…走査線、Ｃ11～Ｃnn…ＥＬ素子としての有機ＥＬ
素子、ｔ…時間、ＧＮＤ…グランド。

【図２】
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